
～高度で創造的な探究学習を社会・世界と連携して提供
する都独自の「学びのプラットフォーム」の構築～ 

令和元年10月23日（金） 

東京都教育委員会 

ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 採択事業 

Diverse Link Tokyo Edu 



管理機関（東京都教育委員会）が事業全体の 
中核機能※を担い、拠点校（南多摩中等教育学校）
及び共同実施校（白鷗高等学校・付属中学校）等
の活動をサポート 

  ※管理機関の役割：様々な外部リソースと連携した多様な学習機会の提供、 
   各種委員会の運営、高校生国際会議の開催、学校間の連携支援、教材開発等 

 

外部リソースと学校教育ノウハウを融合すること
で、高度かつ新たな学びを創出 

 

探究学習、文理融合（ＳＴＥＡＭ等）、 
英語（ＣＬＩＬを含む）、ＩＣＴの活用等を重視 

Diverse Link Tokyo Eduの特徴 



取組の全体概要 ～ビジョンと方向性～ 



取組の全体概要 ～学校での取組と都教委による取組との相互補完～ 

【拠点校・共同実施校での取組】 

個に応じた学び 

教育課程の再編等 

文理融合、探究、グローバルの視点 
・学校設定教科/科目 
・特例校申請  ・ＣＬＩＬの導入  

課題研究（探究学習） 

企業や研究室への訪問、
フィールドワーク、外部人材

による出前授業等 

活用 

学校の垣根を超えた学び
合いの機会 

Tokyo Leading 
Academy 

【１４校を対象として、都教委
が主催する取組】 

・対象校の希望者を集めて行う特別講座 
 
（国内外の協力機関からレクチャラーを招聘し、
英語でのレクチャー、ワークショップ、生徒の
ディスカッションや発表等を実施） 

高校生国際会議 

・「東京体験スクール」による各国から都立校
への短期留学生と受入校のバディ及びその他希
望者による会議。全て英語で実施 

仮説の設定 情報の収集 整理・分析 課題設定 まとめ・表現 

【具体的な手法】 



６年間の中で、キャリア教育につながる探究学習
を実施 

 

 

 

 

 

 

学校での取組例 ～南多摩中等教育学校～ 

学年 活動 内容 

１年 地域調査（グループ） 多摩地域に関する調査 

２年 モノ語り（グループ）  モノに着目して調査・研究 

３年 科学的検証（グループ） 科学的検証実験・調査 

４、５年 論文作成（個人）  
（ライフワークプロジェクト） 

自身のキャリアとの関連 

フィールドワーク、ＴＡを含むゼミ活動、
様々な外部への発表の場の活用等により
充実化 

 

 

 

 

 



【教育課程の再編】文理融合の新教科の設定 

データ分析（３年） 
  技術・家庭科を削除、データの分析に関する内容を 
  先取りして学ぶ 

地球探究 （４年） 

  「地理」「地学」の内容を中心に「地球」について学ぶ 

 MIE (Mathematics in English)（５年） 

  SAT（米国大学進学適性試験）の数学テキストを使い 
  学ぶ 

 Pensée（６年） 

  現代社会と連携して課題解決学習を中心に行う 

 

 

 

 

 

学校での取組例 ～南多摩中等教育学校～ 



都教委による取組例１ ～大学・企業等によるワークショップ～ 

 

 

 興味や関心の広がり 
 

 実社会とのつながり 
 

 世界的視野、分野横断的
な課題設定へのきっかけ 
 

 他校生徒との学び合い 



都教委による取組例２ ～大学・企業等によるワークショップ～ 

 

 

 行政機関同士の連携を契機 

 環境等、グローバルな課題
をテーマ 

 最先端の研究等に触れる、
高度な学びの機会 

 英語をツールとしたインタ
ラクティブな学びの実践 

 課題研究の発表の場 



都教委による取組例３ ～高校生国際会議～ 

 

 

 オーストラリア、ニュー
ジーランド、カナダ、台湾、
タイ、東京の高校生が一堂
に集う 

 オリンピック・パラリン
ピックに向け、多文化共生
へ、どのようなアクション
が可能か、分科会でディス
カッション 

 海外大学から招聘したレク
チャラーがダイバーシティ
に関する基調講演 



学校での取組 
 

 
 

都教委による取組 

教育課程におけるきめ細か

かつ継続的な取組 

学校の特色を活かした取組 

学校同士の連携の場の提供 

アウトプットの場の提供 

外部リソースの開拓 

補完・連携 

 

国際感覚や世界的視野、高い英語力により、事象を多面的・多角的に捉え、
主体的に課題を見出し分析する深い思考力と、多様な価値観を尊重しながら
協働する力、斬新かつ柔軟な創造力によって、解決策を導き行動していくこ
とができる人材を育成 


